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平
成
29
年
度
の
原
村
国
民
健
康

保
険
に
お
け
る
医
療
費
の
総
額

は
、
7
億
円
を
超
え
ま
し
た
。
平

成
22
年
度
か
ら
約
9
千
万
円
も
増

加
し
て
お
り
、
医
療
費
総
額
の
推

移
を
み
る
と
全
体
的
に
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
老
人
医
療
費
特
別
給
付
金
制
度

に
お
い
て
は
、
支
給
額
の
増
加
を

受
け
、
平
成
28
年
度
か
ら
支
給
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
開
始
年
齢
が
67
歳

以
上
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
増
大
す
る
医
療
費

に
対
し
、
村
で
は
病
気
に
な
ら
な

い
た
め
の
健
康
維
持
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
健
康
維
持
施
策
の
一

つ
と
し
て
松
本
大
学
と
協
定
を
結

び
、
生
活
習
慣
病
の
改
善
と
健
康

寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
運
動
促
進

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
タ
グ
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
タ
グ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
は
、
松
本

大
学
が
開
発
し
た
運
動
促
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
体
力
・
筋
力
測
定
の

結
果
を
基
に
、
そ
の
人
に
あ
っ
た

最
適
な
運
動
や
食
事
を
健
康
運
動

士
や
管
理
栄
養
士
が
指
導
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
活
動
量
計
を
用
い

て
普
段
か
ら
運
動
を
意
識
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　　
　
　

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

医療費総額の推移

医療費は全体として増加傾向にあります。
医療費総額のうち、最も医療費の多い疾病は悪性
新生物です。その他にも、高血圧、糖尿病といった
生活習慣病が大きな割合を占めています。
みなさん一人ひとりが健康について意識を持ち、普
段の生活を送ることが医療費削減の第一歩です。

　
初
め
に
器
具
を
用
い
て
筋
力
や

体
力
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
自
身

の
身
体
の
状
態
を
測
定
し
、
測
定

し
た
デ
ー
タ
を
基
に
そ
の
人
に

合
っ
た
適
切
な
運
動
の
方
法
や
種

類
、
食
事
の
実
施
方
法
が
指
導
さ

れ
ま
す
。

　
測
定
し
た
自
身
の
デ
ー
タ
と
活

動
量
の
目
標
を
活
動
量
計
へ
登
録

し
、
持
ち
歩
き
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
指
導
さ

　タグフィットネスでは、活動量をME Tｓ（メッツ）（Me t ab o l i c 
equivalents）という単位で表します。これは、安静時を1とした時と比較し
て何倍のエネルギーを消費するかで活動の強度を示したものです。
　軽く歩く、軽い筋トレをする等の活動量は3METｓ、早歩き、自転車に乗る
等の活動量は4METｓ、軽いジョギング、エアロビクス等の活動量は6METｓ
の活動強度があるとされます。
　このMETｓに時間（ｈ）を掛け合わせたものをメッツ・時といい、一週間に
23METｓ・ｈを目安に運動を行うと健康につながるとされています。

れ
た
運
動
法
や
食
事
法
を
意
識
す

る
と
と
も
に
、
一
日
の
歩
数
や
活

動
量
の
目
標
値
が
達
成
で
き
る
よ

う
に
、
活
動
量
計
の
記
録
を
確
認

し
な
が
ら
生
活
を
送
り
ま
す
。

　
一
定
期
間
を
空
け
た
後
、
再
度

器
具
を
用
い
て
筋
力
や
体
力
の
測

定
を
行
い
ま
す
。
タ
グ
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
を
始
め
る
前
と
身
体
の
状
態

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
確
認

と
検
証
が
行
わ
れ
、
再
び
運
動
法

や
食
事
法
の
指
導
が
行
わ
れ
ま

す
。

▲活動量計：年齢・性別・体力などを登録することに
よって、その人の体力に応じた結果が算出できるため、
より正確な消費カロリーや効果的な運動強度で歩いた
歩数（アクティブ歩数）の測定等が行えます。（測定項
目：歩数、アクティブ歩数、総消費カロリー、歩行距離、
身体活動量、アクティブ時間、活動時間、メッツヒストグ
ラム）

早歩き（4METｓ）を2時間した場合…

4METｓ × 2ｈ ＝ 8METｓ・ｈ
目標まであと15METｓ！

自
分
に
合
っ
た

　
　
運
動
・
食
事
を
知
る

自
分
に
合
っ
た

　
　
　
運
動
を
続
け
る

ど
う
変
わ
っ
た
の
か

　
　
　
確
認
・
検
証
す
る

松本大学の学生さんの協力
のもと、専用器具で体力測定
や筋力測定を行います。
測定結果を基にその人に合っ
た運動や食事法のアドバイス
があります。
　

タグフィットネス
の流れ

運動していますか？運動していますか？

10METｓ

7METｓ

5METｓ

4METｓ

3METｓ

ランニング、水泳

サッカー、テニス

野球、ソフトボール

早歩き、自転車に乗る

軽く歩く、軽い筋トレ

タグフィットネスで健康増進タグフィットネスで健康増進

23METs・h
1週間に

 を目指そう‼

6億円

7億円

8億円

平
成
29
年
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タ
グ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
利
点
に

つ
い
て
、
松
本
大
学
の
近
藤
壮
太

さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
タ
グ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
は
、
そ

の
人
に
合
っ
た
適
格
な
運
動
が
で

き
ま
す
。

　
運
動
に
よ
る
負
荷
が
そ
の
人
に

適
し
て
い
な
け
れ
ば
、
た
と
え
一

日
に
一
万
歩
を
歩
い
た
と
し
て
も

体
力
の
向
上
は
見
込
め
な
い
と
い

う
研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。
が
ん

ば
っ
て
運
動
し
た
と
し
て
も
、
そ

の
人
に
あ
っ
た
運
動
強
度
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
無
駄
な
時
間
を
過
ご

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

　松本大学大学院を卒業し、現在、松本大
学の研究ブランディング事業推進室で、組
織の中での健康づくりの仕組みについて研
究をされています。どうやったら人が意識的
に運動をするようになるのかを心理的な部
分から運動の内容まで、様々な観点から考え
ています。

松本大学
研究ブランディング事業推進室
健康運動指導士 健康運動実践指導者

近藤 壮太 さん

せ
ん
。

　
タ
グ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
は
、
は

じ
め
に
測
定
し
た
体
力
や
筋
力
の

デ
ー
タ
を
基
に
適
切
な
活
動
量
を

活
動
量
計
に
設
定
し
、
最
適
な
活

動
量
で
活
動
し
た
時
間
や
歩
数
等

を
記
録
・
確
認
す
る
こ
と
で
き
ま

す
。
こ
の
た
め
、
自
分
に
あ
っ
た

運
動
強
度
で
の
運
動
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
た
だ
歩
く
だ
け
で
な

く
、
ち
ょ
っ
と
早
歩
き
を
す
る
と

活
動
量
が
上
が
る
こ
と
が
活
動
量

計
を
み
る
と
す
ぐ
に
分
か
る
た

め
、
自
分
に
合
っ
た
最
適
な
速
さ

で
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
運
動
に
取
り
組
む
心
理
的
な
面

に
も
工
夫
が
あ
り
ま
す
。

　
活
動
量
計
の
デ
ー
タ
を
役
場
ま

た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
端
末
に
保

存
す
る
と
、
他
の
人
の
運
動
記
録

と
比
較
が
で
き
た
り
、
ラ
ン
キ
ン

グ
形
式
で
自
分
の
成
果
が
確
認
で

き
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
み
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
競
争
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
よ
り
運
動
を

続
け
た
い
、
が
ん
ば
り
た
い
と

い
っ
た
心
理
が
働
き
ま
す
。

　

▲活動量計を役場または保健センターの専用端末にかざし
てデータを転送することで、記録されたデータをパソコンや
スマートフォンから確認することができます。
一週間、一月ごと等の様々な単位のグラフで、今までの状
況を確認することができます。また、他の参加者との比較や
ランキングを見ることもできます。

運動を
続けたくなる
仕組み

村では、タグフィットネスの参加者を
募集しています。
興味のある方はお問い合わせください。
対象：村内在住者（30歳～70歳）
　　※運動制限のある方は対象外です。
申込：保健福祉課 医療給付係 
　　  ☎79-7926（直通）まで
　　  お問い合わせください。

そ
の
人
に
合
っ
た

　
　
的
確
な
運
動
が
で
き
る

続
け
る
こ
と
が

　
　
　
楽
し
く
な
る

自分の記録を確認・比較　普段の生活の中で
意識的に歩くように
なり、歩く時も運動強
度が上がるように、
しっかり歩くように
なったそうです。
　活動量計には歩い
た歩数や活動量が数

値としてすぐに表示されるため、明日も歩こうと前向
きな気持ちになったと話していました。
　また、パソコンで今までのいろんな記録が見られて
面白いと話し、カロリーをたくさん消費している記録
を見ると張り合いが出て、明日もがんばろうという気
持ちになるそうです。

　活動量計を持つよ
うになって、前向きに
歩くようになったそう
です。
　目標は一日7,000
歩、活動量は一週間
で23METS・ｈを目
指しています。
　目標を達成するために、お店の駐車場の入口から遠
い場所に車を停めて歩く歩数を多くするようにした
り、歩く時も早歩きをして活動量が上がるように工夫
したりして、普段から多く歩くようになったそうです。
　努力のかいもあり、中間測定の結果は体力に問題
がなく、筋力を付けてみましょうとアドバイスをもらっ
たそうで、今後は筋力トレーニングもやりたいと目標
を話していました。

タグフィットネスを
始めてみて

▲一月ごとの歩数とアクティブ歩数（効果的な運動強
度で歩いた歩数）の記録を表示したパソコンの画面　

▼他の参加者の記録（歩数、アクティブ歩数、アクティ
ブ時間）を表示したパソコンの画面
　

〇11月19日（月） 午後1時～午後4時
　管理栄養士の栄養講座
 「食事から始めよう健康づくり」

タグフィットネスの日程

〇3月8日（金） 午前9時～午後2時
　結果「これからも健康づくりを
                                続けていこう」

今後の健康推進事業

健康スタイルアップ教室

そよかぜの集い
詳しくは、P10をご覧ください。

〇時間：午後1時～午後4時
〇内容：運動教室
〇講師：小林 あかね 先生
〇日程：11月21日（水）、11月28日（水）

12月12日（水）、1月16日（水）
1月30日（水）、2月13日（水）
2月27日（水）

▲スタイルアップ教室の様子

※詳しくは、広報はら8月号
　をご覧ください。

問 保健福祉課 健康づくり係
　 ☎75-0228（直通）

問 保健福祉課 健康づくり係
　 ☎75-0228（直通）
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村の職員数や
給与などの
状況を公表します

統括
①人件費（平成29年度普通会計決算）（注1）

人口
（H30.1.1）

7,960人

歳 出 額
Ａ

4,055,236千円

人 件 費 額
Ｂ

719,194千円

人件比率
（Ｂ／Ａ）

17.7％

平成29年度

90.5

平成28年度

91.9

（注1）人件費額には、特別職に支給される報酬等も含ま
れています。

（注2）職員手当には退職手当は含まれません。
（注3）給与額は当初予算に計上された額です。
（注4）「ラスパイレス指数」とは、国家公務員の給与水準

を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す
指数をいいます。

②職員給与費（平成30年度一般会計予算）（注2、3）
職員数
A

95
人

給料
320,132
千円

期末・勤勉手当
124,729
千円

人件費
Ｂ

481,696
千円

１人当たりの
給与費（Ｂ／Ａ）

5,070
千円

給与費
職員手当
36,835
千円

③ラスパイレス指数（各年4月1日現在）（注4）

職員数
職員数の状況（平成30年4月1日現在）

区 分
職員数

事務職等
81人

保健師
4人

保育士
15人

栄養士
3人

医師
1人

看護師
3人

その他
3人

合計
110人

（注）その他とは、派遣職員（諏訪広域連合・社会福祉協議会）です。

一般行政職の級別職員数の状況
一般行政職の特別職員数（平成30年4月1日現在）

区 分
1級
2級
3級
4級
5級
6級

標準的な職務内容
主事の職務
主任の職務

係長、主査の職務
主幹の職務

課長、副参事の職務
参事の職務

職員数
15人
12人
24人
13人
7人
2人

構成比
20.5％
16.4％
32.9％
17.8％
9.6％
2.7％

（注1）「標準的な職務内容」とは、それ
ぞれの級に該当する代表的な職
務です。

（注2）一般行政職員の職員数であり、
税・福祉等の職員は含まれませ
ん。

（注3）構成比は小数点以下第2位を四
捨五入しているため、合計しても
必ずしも100とはなりません。

一般行政職の級別職員数の状況
①職員の平均年齢・平均給料月額

区 分
一般行政職

平均年齢
42.1歳

平均給与月額
291,967円

（平成30年4月1日現在）
区 分

一般行政職
平均年齢
42.0歳

平均給与月額
292,000円

（平成29年4月1日現在）

区 分
大学卒
短大卒
高校卒

一般行政職

初任給
179,200円
159,800円
147,100円

②職員の初任給（平成30年4月1日現在） ③経験年数別・学歴別平均給料月額
区 分

大学卒
高校卒

一般行政職

7～10年
221,000円
該当なし

10～15年
251,157円
225,500円

15～20年
285,500円
該当なし

（注）「平均給与月額」とは、職員の基本給の平均です。

特別職の報酬等の状況
平成29年度支給割合
区分

報酬

職名
村　長
副村長
教育長
議　長
副議長
議　員

月額
703,000円
588,000円
516,000円
259,000円
201,000円
183,000円

期末手当

3.3月分
（加算内容）

報酬月額×1.25×1.15

給料

職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当
29年度支給割合
加算措置の状況

期末手当2.6月　勤勉手当1.8月
職務の等級による加算措置　有

②退職手当（平成30年4月1日現在）
区 分
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他の
加算措置

自己都合
28.0395月分
39.7575月分
47.709月分

応募認定・定年
33.27075月分
47.709月分
47.709月分

定年前早期退職の特例措置
（2％～45％）

手当の名称（対象業務） 平均支給年額

6千円/人

③特殊勤務手当（平成29年度普通会計）

滞納処分手当（差押え等）
村税等滞納整理手当

区 分
28年度決算
29年度決算

支給実績
13,850千円
13,693千円

平均支給年額
144千円/人
147千円/人

④時間外勤務手当（各年度普通会計）

⑤その他の手当（平成29年度）

手当名

扶養手当

住居手当

通勤手当

内容と単価

扶養親族区分に応じ
1人当たり6,500円～
10,000円の範囲で支給
賃貸住宅に暮らす職員
へ上限27,000円の範囲

で支給
通勤距離に応じて
2,700円～24,000円
の範囲で支給

同

同

異

国の制度との
異同

勤務時間その他の勤務条件に関すること
①勤務時間、休憩・休息時間の状況（標準的なもの）

午後
5時15分

本　　庁
勤務時間

始業時刻   　 終業時刻

午前
8時30分

休憩
正午から
午後1時まで

休息
なし

休憩休息時間 閉庁日

・土曜日
・日曜日
・祝日法に規定
   する休日
・12月29日～
   翌年1月3日

②年次有給休暇の取得状況（平成29年1月1日～12月31日）
概 要

1年につき20日付与
※翌年に繰り越し可能（最大20日）

平均取得日数

10.2日

備考
年間を通して在職した
正規職員の平均です。

分限及び懲戒処分の状況（平成29年度）
□ 分限処分　　　なし
□ 懲戒処分　　　訓告3人

研修及び人事評価の状況（平成29年度）
□ 研修の状況
研修内容/新規採用職員研修、法制執務研修、

　　政策立案研修、女性職員研修ほか
　受講者数/延べ238人参加
□ 人事評価の状況
能力評価　1回（基準日：9月30日）

　　業績評価　2回（基準日：9月30日、3月31日）

職員の福利厚生の状況（平成29年度）
□  福利厚生制度の状況
■市町村職員共済組合事業
保険加入、脱退手続き等

■職員安全衛生事業
定期健康診断 受診実人員 159人（臨時・嘱託職員含む）

　　　メンタルヘルス対応 相談事業の実施 15件
■職員互助会補助事業
職員福利厚生事業補助金 409,000円（平成29年度実績）

□ 公務災害補償制度の状況
　　災害件数　2件
□ 利益の保護の状況
　　不利益処分に関する不服申し立てに係る書類の交付件数

0件

公平委員会の報告事項
□ 勤務条件に関する措置の要求状況 0件
□ 不利益処分に関する不服申し立ての状況　　　　  0件
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11
月
9
日
㈮
〜
15
日
㈭
ま
で
の

7
日
間
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
空
気
が
乾
燥
し
火

災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り

ま
す
。
火
気
の
取
扱
い
に
は
充
分

注
意
し
て
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　
平
成
29
年
の
全
国
の
火
災
件
数

は
３
９
，
３
７
３
件
で
、
前
年
よ

り
２
，
５
４
２
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
　
こ
の
出
火
原
因
と
し
て
「
放
火

と
放
火
の
疑
い
」
が
最
多
で
、
続

い
て
「
た
ば
こ
」
「
コ
ン
ロ
」

「
た
き
火
」
の
順
で
し
た
。

　
村
内
で
は
５
件
の
火
災
が
発
生

し
、
そ
の
内
訳
は
「
そ
の
他
火

災
」
４
件
、
「
林
野
火
災
」
１
件

で
、
火
災
に
よ
る
死
者
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
負
傷
者
１
名
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
（
ち
な
み
に
、

一
昨
年
村
内
で
は
「
建
物
火
災
」

４
件
で
、
２
名
の
死
者
と
１
名
の

負
傷
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
）

　
　
①
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
！

　
住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の

約
６
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
切
り
札
は
住
宅

用
火
災
警
報
器
で
す
。

　
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
る

た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

　
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭

に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
度
、
正
常

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
鳴
る
か
ど
う
か

の
作
動
確
認
を
行
な
い
ま
し
ょ

う
。
正
常
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
鳴
ら

な
い
場
合
は
電
池
切
れ
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

電
池
の
寿
命
は
10
年
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
10
年
が
経
過
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
本
体
ご
と
交
換
す
る
様

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
②
消
火
器
の
設
置
を
！

　
火
災
の
初
期
消
火
に
は
消
火
器

が
非
常
に
有
効
で
す
。　
住
宅
用

消
火
器
を
、
火
気
を
使
用
す
る
場

所
近
く
の
持
ち
出
し
や
す
い
場
所

に
設
置
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
に

つ
い
て
は
、
消
火
器
本
体
に
表
示
さ

れ
て
い
る
使
用
期
限
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。
期
限
の
切
れ
た
消
火
器

を
使
用
し
た
事
に
よ
る
事
故
が
発
生

し
て
い
る
た
め
、
期
限
切
れ
消
火
器

の
使
用
は
せ
ず
に
新
し
い
消
火
器
に

更
新
し
ま
し
ょ
う
。

　
使
用
者
の
誤
使
用
・
不
注
意
が

原
因
の
暖
房
器
具
火
災
が
冬
場
は

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
こ

れ
か
ら
の
季
節
、
注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ス
ト
ー
ブ
は
、
就
寝
時
、
外
出

時
は
「
つ
け
っ
ぱ
な
し
」
は
せ

ず
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
灯
油
類
を
使
用
す
る
器

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

忘
れ
て
な
い
？ 

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認

昨
年
の
状
況
か
ら

火
災
か
ら

　
　
命
を
守
る
た
め
に

具
の
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら
行

な
い
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
コ
タ
ツ
を
使
用
す
る
際

は
、
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
の
使

用
、
コ
ー
ド
が
下
敷
き
に
な
っ
た

状
態
で
の
使
用
は
し
な
い
様
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ヒ
ー
タ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
に
こ
た
つ
布
団
が
接
触
し

た
状
態
に
し
な
い
様
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

豆
炭
こ
た
つ
を
使
用
す
る
際

は
、
豆
炭
の
交
換
時
に
は
、
燠

（
お
き
）
に
な
っ
た
豆
炭
や
灰
が

可
燃
物
に
接
触
し
な
い
様
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
原
消
防
署
で
は
、
各
地
区
・
各

事
業
所
等
が
行
う
自
衛
消
防
訓
練

に
出
向
し
て
指
導
を
行
な
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
原
消

防
署
（
☎
79
‐
2
4
4
2
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い

お
わ
り
に

狩猟期間
11月15日(木)～平成30年2月15(金)

  

狩猟が解禁
されます

　
9
月
4
日
夕
方
か
ら
夜
に
か
け

て
県
内
に
最
も
接
近
し
た
台
風
21

号
、
10
月
1
日
未
明
に
通
過
し
た

台
風
24
号
に
よ
っ
て
、
村
内
で
も

倒
木
や
停
電
、
断
水
、
農
業
用
施

設
へ
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
中
で
も
強
風
に
よ
る
倒
木
で
電

線
等
へ
の
被
害
が
複
数
箇
所
で
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
影
響
で
村
内

の
約
70
％
の
世
帯
で
停
電
が
発
生

し
、
長
い
と
こ
ろ
で
は
3
日
間
以

上
停
電
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　
倒
木
に
よ
る
電
線
等
へ
の
被
害

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に

も
、
所
有
地
内
の
樹
木
の
適
正
な

管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
の
適
正
な
管
理
に
よ

り
、
被
害
や
影
響
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
11
月
15
日
か
ら
村
内
で
の
狩
猟

が
解
禁
さ
れ
、
休
日
に
は
県
内
外

か
ら
多
く
の
狩
猟
者
が
村
を
訪
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
狩
猟
者
に
は
各
種
講
習
会
を
通

じ
て
、
違
反
・
事
故
の
無
い
適
正

な
狩
猟
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い

ま
す
が
、
住
民
の
み
な
さ
ん
も
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
十
分
に
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、
山
林
内
を
歩
く
と
き

は
、
鳥
獣
と
見
間
違
わ
れ
な
い
よ

う
な
る
べ
く
見
通
し
の
良
い
道
を

利
用
し
、
明
る
く
目
立
つ
服
装
や

鈴
等
を
携
帯
す
る
な
ど
、
狩
猟
者

に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

樹木の
適正な管理を
お願いします

▲根本から倒れてしまった樹木（深く根が張らない樹木や根腐れを
起こした樹木等は特に注意が必要）

　▼道路脇や電線沿い、家屋の近くに生える樹木は倒木により、道
路の通行止めや電線の断線、家屋の破損につながる恐れがありま
すので、注意が必要です。

　
ま
た
、
原
村
有
害
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
に
よ
る
合
同
駆
除
が
行

わ
れ
ま
す
。
駆
除
日
時
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

実
施
日
／
11
月
23
日
（
金
）

時
間
／
午
前
8
時
〜
午
後
3
時

場
所
／
鉢
巻
道
路
上
の
村
有
林

問 

農
林
課 

農
村
整
備
係

　

 

☎
79-

7
9
3
2
（
直
通
）

狩
猟
禁
止
区
域

鳥
獣
保
護
区
域

狩
猟
区
域

（
狩
猟
禁
止
・
鳥
獣
保
護
区
域
を

除
く
全
域
）




